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1. 目　的

急性呼吸不全や開心術などに対して使用される体外式膜
型人工肺（extracorporeal membrane oxygenation, ECMO）
内部に血栓が形成されることが報告されているが，その原
因は明らかでない。これまで我々は，shear stressが血小
板に与える影響について模擬体外循環経路で検証し，血小
板膜表面の糖タンパクからシアル酸が外れた脱シアル化血
小板（d-plts）が経時的に増加することを報告してきたが 1)，
その機能は不明である。本研究では，d-pltsの機能を解析
するとともに，d-pltsが模擬体外循環条件下で増加する原
因を明らかにすることを目的とした。

2. 方　法

健常者ボランティアより採血し，neuraminidase（Nase）
処理によりd-pltsを得た。血小板機能は，粘着能，凝集能，
各種活性化マーカー〔phosphatidylserine（PS）露出，
P-selectin 発現，活性化 glycoprotein（GP）IIb 割合〕および
脱シアル化割合（Ricinus communis Agglutinin I, RCA-1）を
flow cytometry（FCM）により評価した。

3. 結　果

collagen または fibrinogen への粘着は，Nase未処理のコ
ントロール血小板（c-plts）とd-pltsとで差が認められなかっ
た。一方，ADP，collagen刺激による血小板凝集能は，c-plts

と比較してd-pltsで増強していた。また，calcium ionophore,

A23187刺激下でのP-selectin発現血小板の割合は，c-pltsよ
りd-pltsで有意に増加していた。この傾向はPS 露出血小板
の割合，活性化GP IIb陽性血小板の割合においても同様で
あった。
最後に，体外循環前後の検体におけるNase濃度を測定

した結果，溶血した循環後の検体でNase 濃度が有意に高
かった。さらに，溶血前後の上清と血小板を混和後，脱シ
アル化が誘導されるか否かを検証したところ，溶血後の上
清に血小板を添加しただけで血小板は脱シアル化した。

4. まとめ

模擬体外循環に伴うd-pltsの増加は，溶血によって放出
されたNaseが原因であることが明らかとなった。また，
d-pltsはc-pltよりも活性化されやすいことから，体外循環
時により増加するd-pltsが一過性に活性化することによ
り，ECMO内部圧力上昇が生じる可能性が示唆された。

5. 独創性

本研究の独創性は，ECMO内部圧力上昇という有害事象
の原因を，d-pltsの機能を明らかにすることにより解明し
ようとする点にある。本研究結果から，体外循環時には凝
固時間のみならず，d-pltsの割合をモニタリングすること
は，ECMO内部圧力上昇などECMOトラブルの早期発見
に有用であると考えられる。
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